
 

 

 

 

 

 

家庭学級及び学校保健委員会講演会 

 

長崎市東公民館家庭教育学級及び東長崎中学校学校保健委員会として、１１月1 日（金）に活水女子大学健

康生活学部子ども学科より講師を招いて講演会を開催しました。 

先生には、「思春期のこころの理解とその対応」と題して、愛着形成の重要性から思春期のこころの成長や接し

方など詳しく説明いただきました。 

まず、先生からは、子どもが社会に出て必要な力とは、自ら考え、行動すること。つまり主体性であり、その主

体性の基盤となるものが情緒の安定であること。そして情緒を安定させるためには、家庭での愛着形成、保育や教

育での信頼関係の構築が必要であることを話していただきました。 

そして、例えば、赤ちゃんが空腹のときに泣いて親を求めます。そして親はミルクを与え、赤ちゃんは空腹が満

たされます。そのことで、赤ちゃんは親への信頼が生まれます。そのように、子どもが何かの問題に対し養育者を

求め、その結果、問題が解決し、快の感情が得られると、養育者への信頼が生まれます。つまり、愛着・信頼とは、

養育者と子どもの関係を中心とした結びつきであり、さらには、その繰り返しによる養育者への信頼が他者への

信頼へとつながっていくと教えていただきました。 

そして、この愛着形成の重要性を踏まえ、思春期・青年期の特徴や、不安やストレスを抱える子どもたちへのか

かわり方を話していただき、中学生とかかわる大人としてたくさんのことを考えさせられる時間となりました。 

 

ＳＮＳを悪用した 

犯罪にご注意を 
 

昨今、多くの方がＳＮＳを利用するようになり、ＳＮ

Ｓを悪用した犯罪被害が増加しています。 

児童・生徒に関する犯罪としては、県内においてＳＮ

Ｓを通じて知り合った犯人による未成年者誘拐事件が

発生し、県外では、闇バイト・ＳＮＳ型投資・ロマンス

詐欺の被害も急増しています。 

本校でも、ＳＮＳを介した生徒間のトラブル事案も発

生していますので、ＳＮＳの利用については、細心の注

意を払うようお願いします。 
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１１月は「ココロねっこ運動強調月間」です 
 

１１月１日(金)～１１月３０日(土)までの１か月間、ココロねっこ運動強調月間として、「若者の社会的自立支援

の促進」「子どもを犯罪や有害環境等から守るための取組の推進」「こどもの貧困対策の推進」「児童虐待の予防と

対応」「生活習慣の見直しと家庭への支援」の5項目を重点課題として取り組まれます。 

また、こども家庭庁が11月を「秋のこどもまんなか月間」として、こども・若者の健やかな育成及びこども・

若者が社会生活を円滑に営むことができるための支援や取組を呼びかけています。 

家庭・学校・地域社会・行政が一体となり、大人のあり方を見直し、社会全体でこどもを健やかに育んでいきま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


